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ワンダービュースポット（絶景スポット）
　眺望の良いビューススポット₅箇所に看板設置を行い
ました。この機会に伊方町へ来ていただき、伊方町の誇る
絶景を体感し、伊方町の魅力を再発見してください。

亀ヶ池眺望

宇和海眺望

伽藍山展望台

せと風の丘パーク

名取 石垣の集落



　令和₅年₃月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 168 号　（2）　

　

愛
媛
県
町
村
会
は
、
第
76
回
定
期
総
会

を
3
月
18
日（
土
）午
後
4
時
か
ら
、「
Ａ
Ｎ

Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」で
、
県

下
9
町
の
町
長
の
出
席
を
得
て
開
催
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、
河
野
副
会
長
（
久
万
高

原
町
長
）
が
「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、

続
い
て
佐
川
会
長
（
砥
部
町
長
）
か
ら
あ

い
さ
つ
が
あ
っ
た
。

第
76
回
定
期
総
会
を
開
催

愛
媛
県
町
村
会　

⑺　

議
案
第
4
号　

令
和
5
年
度
本
会
特

別
会
計
予
算

　

以
上
の
４
議
案
を
一
括
議
題
と
し
、
事

務
局
長
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
し
た
後
、
議

長
は
、
議
案
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
の

４
議
案
に
つ
い
て
質
疑
が
な
い
こ
と
を
確

認
し
、
採
決
を
諮
っ
た
結
果
、
異
議
も
な

く
、
議
案
第
１
号
か
ら
第
４
号
ま
で
の
４

議
案
は
原
案
の
と
お
り
決
定
し
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
河
野

副
会
長
が
「
閉
会
の
こ
と
ば
」
を
述
べ
、盛

会
裏
に
閉
会
し
た
。

　

次
い
で
、
荒
木
全
国
町
村
会
長
か
ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
披
露
並
び
に
祝
電
披
露
を

行
っ
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
規
約
に
よ

り
佐
川
会
長
が
議
長
席
に
着
き
、
議
事
録

署
名
人
に
岡
本
松
前
町
長
、
小
野
植
内
子

町
長
を
指
名
し
、
次
の
と
お
り
議
事
を
進

行
し
た
。

⑴　

報
告
第
1
号　

令
和
4
年
会
務
報
告

　
　

議
長
は
、
内
容
を
説
明
し
、
全
員
異

議
な
く
了
承
し
た
。

⑵　

報
告
第
2
号　

令
和
4
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
1
号
）

　
　

事
務
局
長
か
ら
内
容
を
説
明
し
、
全

員
異
議
な
く
了
承
し
た
。

⑶　

報
告
第
3
号　

令
和
4
年
度
一
般
会

計
補
正
予
算
（
第
2
号
）

　
　

事
務
局
長
か
ら
内
容
を
説
明
し
、
全

員
異
議
な
く
了
承
し
た
。

⑷　

議
案
第
1
号　

令
和
5
年
度
本
会
事

業
計
画

⑸　

議
案
第
2
号　

令
和
5
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑹　

議
案
第
3
号　

令
和
5
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

あいさつをする佐川会長
（砥部町長）

祝辞を述べる
西原愛媛県議会総務企画委員会委員長

開会のことばを述べる河野副会長
（久万高原町長）

祝辞を述べる中村愛媛県知事

定
期
総
会
に
か
か
る

  

意
見
交
換
会
を
開
催

�　
愛
媛
県
町
村
会･

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会

　

愛
媛
県
町
村
会
と
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
は
、
3
月
18
日（
土
）開
催
の
定
期
総

会
終
了
後
、午
後
5
時
30
分
か
ら「
Ａ
Ｎ
Ａ

ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
松
山
」
で
、
定

期
総
会
に
出
席
の
町
長
と
議
長
の
意
見
交

換
会
を
開
催
し
た
。

　

意
見
交
換
会
は
、
は
じ
め
に
佐
川
会
長

が
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
後
に
、
来
賓
の
中

村
愛
媛
県
知
事
、
西
原
愛
媛
県
議
会
総
務

企
画
委
員
会
委
員
長
か
ら
懇
篤
な
祝
辞
を

い
た
だ
い
た
。

　

続
い
て
、
祝
辞
を
述
べ
た
以
外
の
来
賓

と
し
て
、
森
愛
媛
県
市
町
振
興
課
長
を
紹

介
し
た
後
に
、
原
田
愛
媛
県
町
村
議
会
議

長
会
長
（
愛
南
町
議
長
）
の
発
声
に
よ
り

町
長
と
議
長
の
意
見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

　

最
後
に
、
河
野
副
会
長
が
閉
会
の
言
葉

を
述
べ
、
定
期
総
会
の
全
行
事
を
終
了
し

た
。



　（3）　令和₅年₃月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 168 号　

　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
は
、
第
74
回

定
期
総
会
を
3
月
18
日（
土
）午
後
3
時
30

分
か
ら
、「
Ａ
Ｎ
Ａ
ク
ラ
ウ
ン
プ
ラ
ザ
ホ
テ

ル
松
山
」
で
、
県
下
9
町
の
議
長
の
出
席

を
得
て
開
催
し
た
。

　

総
会
は
ま
ず
、「
開
会
の
こ
と
ば
」
を
菊

地
幹
事
（
内
子
町
議
長
）
が
述
べ
、
続
い

て
原
田
会
長
（
愛
南
町
議
長
）
か
ら
あ
い

さ
つ
が
あ
っ
た
。

　

次
い
で
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
会
長

か
ら
の
祝
辞
を
事
務
局
が
代
読
し
た
。

　

続
い
て
、
全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
か

ら
表
彰
さ
れ
た
松
前
町
議
会
や
8
名
の
自

治
功
労
者
の
方
々
に
対
し
て
表
彰
状
の
伝

達
及
び
感
謝
状
の
贈
呈
を
行
っ
た
。

　

こ
こ
で
、
山
本
順
三
参
議
院
議
員
を
は

じ
め
と
し
た
本
県
選
出
国
会
議
員
か
ら
の

祝
電
を
事
務
局
が
代
読
し
た
。

　

次
に
議
事
に
入
り
、
ま
ず
、
規
約
に
よ

り
原
田
会
長
が
議
長
席
に
着
い
て
、
次
の

と
お
り
議
事
を
進
行
し
た
。

第
74
回
定
期
総
会
を
開
く

令
和
５
年
度
事
業
計
画
・
予
算
を
決
定　

新
副
会
長
を
選
出　

愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会　

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

⑵　

報
告
第
2
号　

専
決
処
分
に
つ
い
て

（
令
和
4
年
度
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長

会
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
1
号
））

⑶　

選
挙
第
1
号　

副
会
長
の
補
欠
選
挙

に
つ
い
て

　

副
会
長　

三
谷	

喜
好
（
砥
部
町
議
長
）

　

	

（
任
期
は
、
令
和
5
年
6
月
2
日
ま
で
の
残
任
期
間
）

⑷　

認
定
第
1
号　

令
和
3
年
度
本
会
議

員
共
済
事
業
特
別
会
計
決
算

⑸　

議
案
第
1
号　

令
和
5
年
度
本
会
議

員
共
済
事
業
特
別
会
計
予
算

⑹　

認
定
第
2
号　

令
和
3
年
度
本
会
一

般
会
計
決
算

⑺　

議
案
第
2
号　

令
和
5
年
度
本
会
会

務
運
営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑻　

議
案
第
3
号　

令
和
5
年
度
本
会
会

費
の
分
賦
方
法

⑼　

議
案
第
4
号　

令
和
5
年
度
本
会
一

般
会
計
予
算

　

以
上
の
議
案
を
議
題
と
し
、
事
務
局
か

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

全
国
町
村
議
会
議
長
会
長
表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
本
県
関
係
／
敬
称
略
）

◎
優
良
議
会

　

◦
伊
予
郡
松
前
町
議
会

◎
自
治
功
労
者

　

◦
議
員
27
年
以
上
在
職
者
（
3
名
）

自治功労者表彰　（加藤松前町議会議長）

自治功労者表彰　（前田上島町議会議長）

副会長
三谷　喜好氏
（砥部町議長）

ら
そ
れ
ぞ
れ
説
明
。
一
同
異
議
な
く
認
定

又
は
決
定
さ
れ
た
。

　

以
上
で
議
事
を
終
了
し
、
最
後
に
「
閉

会
の
こ
と
ば
」
を
三
谷
新
副
会
長
が
述
べ
、

盛
会
裏
に
閉
会
し
た
。

　

な
お
、定
期
総
会
終
了
後
、次
の
件
に
つ

い
て
、9
町
の
議
長
に
よ
り
協
議
を
行
っ
た
。

⑴　

各
町
の
議
員
定
数
と
議
員
報
酬
に
つ

い
て

⑵　

首
長
選
挙
と
議
員
選
挙
の
同
日
選
挙

に
つ
い
て

　
　
　

上
島
町　

議
員　

前
田　

省
二

　
　
　

砥
部
町　

議
員　

中
島　

博
志

　
　
　

伊
方
町　

議
員　

阿
部　

吉
馬

　

◦
議
員
15
年
以
上
在
職
者
（
5
名
）

　
　
　

松
前
町　

議
員　

加
藤　

博
德

　
　
　
　

〃　
　

議
員　

藤
岡　

緑

　
　
　
　

〃　
　

議
員　

村
井　

慶
太
郎

　
　
　

砥
部
町　

議
員　

西
岡　

利
昌

　
　
　
　

〃　
　

議
員　

大
平　

弘
子



　令和₅年₃月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 168 号　（4）　

　

県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第
23
回
定
期

総
会
は
、
3
月
22
日（
水
）
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え

ひ
め
で
、
県
下
町
監
査
委
員
及
び
補
助
職

員
ら
24
人
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

　

総
会
は
、
事
務
局
長
の
司
会
で
進
め
ら

れ
、
赤
穂
副
会
長
（
内
子
町
代
表
監
査
委

員
）
の
開
会
の
こ
と
ば
に
続
い
て
、
森
本

会
長
（
上
島
町
代
表
監
査
委
員
）
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
。

　

続
い
て
表
彰
に
入
り
、
松
浦
鬼
北
町
監

査
委
員
に
表
彰
状
及
び
記
念
品
を
贈
呈
。

　

次
い
で
、
議
事
に
入
り
、
森
本
会
長
が

議
長
と
な
っ
て
、
次
の
と
お
り
議
事
が
進

め
ら
れ
た
。

 

【
議　

事
】

⑴　

報
告
第
1
号　

会
務
報
告

　
　

書
面
に
よ
る
報
告
と
し
、
一
同
了
承
。

⑵　

認
定
第
1
号　

令
和
3
年
度
決
算

　
　

事
務
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、
西
村
監

事
（
愛
南
町
代
表
監
査
委
員
）
の
監
査

報
告
を
受
け
て
認
定
す
る
こ
と
に
決
定

し
た
。

⑶　

議
案
第
1
号　

令
和
5
年
度
会
務
運

営
方
針
及
び
事
業
計
画

⑷　

議
案
第
2
号　

令
和
5
年
度
歳
入
歳

出
予
算

　

以
上
の
2
議
案
を
一
括
議
題
と
し
事
務

局
か
ら
順
次
説
明
。
一
同
異
議
な
く
議
決

さ
れ
た
。

⑸　

議
案
第
3
号　

決
議

　
　

赤
穂
副
会
長
が
別
掲
の
決
議
を
朗
読

し
満
場
の
拍
手
で
こ
れ
を
採
択
。

第
23
回
定
期
総
会県町

村
監
査
委
員
協
議
会　

令和₅年度会務運営方針及び事業計画
	 愛媛県町村監査委員協議会　
第１　運営方針
　　厳しい財政状況の中で、基礎自治体は今まで以上に公正
で合理的かつ能率的な運営を確保することが強く求めら
れており、監査委員の果たすべき職責はますます重要と
なっている。

　　このときに当たり、本会は決意を新たにしてその使命を
深く自覚し、監査委員の資質向上と監査機能の更なる充実
強化に向けて、監査委員相互並びに全国町村監査委員協議
会との連携を密にするとともに、各町における監査の適正
な執行と監査委員制度の健全な進展を図り、地方自治の振
興発展に寄与するものとする。

第２　事業計画
　　上記基本方針に基づき、次の事業を実施する。

記
　⑴　定期総会　　１回
　⑵　臨時総会　　必要に応じて
　⑶　監 事 会　　１回
　⑷　四国四県町村監査委員協議会研修会
　　　　　令和₅年₇月₄日（火）
　　　　　　　松山市「ＡＮＡクラウンプラザホテル松山」
　⑸　町村監査委員全国研修会
　　　　　令和₅年10月24日（火）～10月25日（水）
　　　　　　　「ＬＩＮＥ ＣＵＢＥ ＳＨＩＢＵＹＡ（渋谷公会堂）」
　⑹　愛媛県町村監査委員協議会表彰規程に基づく表彰
　⑺　愛媛県町村監査委員に対する感謝要綱に基づく感謝
状贈呈

　⑻　監査委員に関する実態調査及び資料等の提供
　⑼　その他必要な事項

松浦鬼北町監査委員に表彰

講師　影浦浩二氏（砥部町代表監査委員）

決　　　　　議
　われわれ監査委員は、厳しい町財政の中、行政に対する住民の信頼を
確保し、透明性のあるものとしていくため、日々研鑽を積み努力を重ね
ている。
　しかしながら、町における監査体制は脆弱であり、その課せられた義
務と責任を十分に果たすには厳しい現状にある。
　このため、研修、事務局体制の充実強化をはじめ、監査委員費の確保
等、監査機能の充実強化が緊急の課題である。
　本日ここに、愛媛県町村監査委員協議会第23回定期総会を開催するに
当たり、われわれ監査委員は相互の緊密な連携のもと、町における監査
機能の充実と監査体制の強化に向け、組織を挙げて邁進することを表明
する。
　以上、決議する。
　　令和₅年₃月22日

愛媛県町村監査委員協議会　第23回定期総会　

ご
受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

　

愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
長

　

表
彰
名
簿

	

　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

・
町
監
査
委
員
と
し
て
、
5
年
以
上
在
職

し
地
方
自
治
の
発
展
に
貢
献
し
た
も
の

	

（
1
名
）

　
　

鬼
北
町
監
査
委
員　
　

松
浦　

司

　

最
後
に
同
副
会
長
が
閉
会
の
こ
と
ば
を

述
べ
て
総
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

　

引
き
続
き
、
町
村
監
査
委
員
研
修
会
を

開
催
し
、
砥
部
町
代
表
監
査
委
員
の
影
浦

浩
二
氏
を
講
師
に
迎
え
、「
イ
ン
ボ
イ
ス
制

度
の
概
要
」
と
題
す
る
講
演
を
聴
講
し
た
。



　（5）　令和₅年₃月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 168 号　

令
和
５
年
度 

事
業
計
画・予
算
を
決
定

県
市
町
振
興
協
会　

理
事
会
・
評
議
員
会　

【
第
2
回
定
例
理
事
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
佐
川
秀
紀
砥
部
町
長
）
は
、
令

和
4
年
度
第
2
回
定
例
理
事
会
を
3
月
9

日（
木
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
「
愛
媛
県
自

治
会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、佐
川
秀
紀（
理
事
長
）・

武
智
邦
典（
伊
予
市
長
）・
渡
部
克
彦（
松
山

市
議
会
議
長
）・
西
岡
利
昌（
砥
部
町
議
会

議
員
）・
新
井
英
夫
（
松
山
大
学
学
長
）・

渡
部
明
忠（
愛
媛
県
町
村
会
事
務
局
長
）の

各
理
事
及
び
武
智
茂
記（
愛
媛
県
市
長
会

事
務
局
長
）・
酒
井
啓
司（
税
理
士
）の
各
監

事
、
田
窪
出
納
役
等
。

　

佐
川
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
の
定
め
に
よ
り
佐
川
理
事
長
が
議
長

と
な
り
、
渡
部
常
務
理
事
か
ら
、
各
議
案

に
つ
い
て
説
明
及
び
報
告
が
行
わ
れ
、
い

ず
れ
も
議
決
及
び
了
承
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
及
び
報
告
は

次
の
と
お
り
。

◆
議　

事

第
₁
号
議
案

　

令
和
5
年
度
事
業
計
画
に
つ
い
て

第
₂
号
議
案

　

令
和
5
年
度
収
支
予
算
に
つ
い
て

第
3
号
議
案

　

事
務
局
長
の
任
免
に
つ
い
て

　
　

辞
任　

渡　

部　

明　

忠　

　

�

　
　
（
令
和
5
年
3
月
31
日
付
け
）

　
　

任
命　

清　

川　
　
　

敦

				�
		

（
令
和
5
年
4
月
1
日
付
け
）

第
4
号
議
案

　

令
和
4
年
度
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
の

【
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
】

　

公
益
財
団
法
人
愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

（
理
事
長
・
佐
川
秀
紀
砥
部
町
長
）
は
、
令

和
4
年
度
第
2
回
臨
時
評
議
員
会
を
3
月

27
日（
月
）
午
後
1
時
30
分
か
ら
「
愛
媛
県

自
治
会
館
」
に
お
い
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
出
席
は
、
佐
川
秀
紀（
理
事
長
）

及
び
玉
井
敏
久（
西
条
市
長
）・
谷
本
勝
俊

（
伊
予
市
議
会
議
長
）・
河
野
忠
康（
久
万

高
原
町
長
）・
菊
地
幸
雄（
内
子
町
議
会
議

長
）・
安
田
俊
一（
松
山
大
学
経
済
学
部
教

授
）・
本
多
幸
雄
（
愛
南
町
議
会
事
務
局

長
）の
各
評
議
員
並
び
に
森
佑
布（
愛
媛
県

市
町
振
興
課
長
）・
武
智
茂
記（
愛
媛
県
市

長
会
事
務
局
長
）
の
各
監
事
、
渡
部
常
務

理
事
等
。

　

佐
川
理
事
長
か
ら
招
集
あ
い
さ
つ
の
後
、

定
款
の
定
め
に
よ
り
菊
地
評
議
員
を
議
長

に
選
出
し
、
議
事
録
署
名
人
に
は
、
玉
井

評
議
員
・
河
野
評
議
員
の
両
名
を
指
名
し

た
。

　

議
事
に
入
り
、
渡
部
常
務
理
事
か
ら
各

議
案
に
つ
い
て
説
明
が
行
わ
れ
、
い
ず
れ

も
承
認
さ
れ
た
。
理
事
の
辞
任
に
伴
う
補

欠
選
任
で
は
向
井
政
明
（
愛
媛
県
町
村
会

次
長
）
が
選
出
さ
れ
た
。

　

な
お
、
提
出
さ
れ
た
議
案
は
次
の
と
お

り
。

◆
議　

事

第
₁
号
議
案

　

令
和
5
年
度
事
業
計
画
の
承
認
に
つ
い

て
第
₂
号
議
案

　

令
和
5
年
度
収
支
予
算
の
承
認
に
つ
い

て
第
₃
号
議
案

　

理
事
の
辞
任
に
伴
う
補
欠
選
任
に
つ
い

て

　
　

理
事　

向　

井　

政　

明

�

（
令
和
5
年
4
月
1
日
付
け
）

理　　事　　会

評　議　員　会

開
催
に
つ
い
て

◆
報　

告

第
1
号
報
告

　

職
務
執
行
状
況
に
つ
い
て



　令和₅年₃月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 168 号　（6）　

令
和
5
年
度

 

事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

�
　

愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会

令
和
5
年
度

 

事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

�

全
国
町
村
下
水
道
協
議
会
県
支
部

令
和
5
年
度

 

事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

�

ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協
議
会

令
和
5
年
度

 

事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

�

山
村
振
興
連
盟
県
支
部

令
和
5
年
度

 

事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

�

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
県
支
部

　

愛
媛
県
清
掃
事
業
協
会
（
20
市
町
6
一

部
事
務
組
合
で
構
成
）は
、3
月
24
日（
金
）

愛
媛
県
自
治
会
館
2
階
会
議
室
で
「
令
和

4
年
度
清
掃
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
開

催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

上
村
会
長（
上
島
町
長
）

3　

令
和
4
年
度
生
活
環
境
改
善
事
業
功

労
者
会
長
表
彰

　
　

本
年
度
は
次
の
1
名
が
表
彰
さ
れ
た
。

　
　
　

松
山
衛
生
事
務
組
合

	

　

半
田　

丈
士　

氏

4　
「
清
掃
事
業
等
の
現
況
・
情
勢
報
告
及

び
今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て
」

　
　

県
循
環
型
社
会
推
進
課
の
曽
我
部
係

長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

5　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
認
定
ま

た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
5
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
5
年
度
本
会
会
費
の
分
賦
方

法（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
5
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

愛
媛
県
ダ
ム
所
在
・
発
電
関
係
市
町
協

議
会
（
9
市
3
町
で
構
成
）
は
、
3
月
13

日（
月
）に
「
令
和
4
年
度
ダ
ム
所
在
・
発

電
関
係
市
町
推
進
等
研
究
会
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ

会
議
に
て
開
催
し
た
。

　

山
村
振
興
連
盟
県
支
部
（
8
市
6
町
で

構
成
）
は
、
3
月
13
日（
月
）に
「
令
和
4

年
度
山
村
振
興
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を

Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

河
野
支
部
長

	

（
久
万
高
原
町
長
）

3　
「
山
村
振
興
事
業
の
現
況
・
情
勢
報
告

に
つ
い
て
」

　
　

県
農
政
課
の
平
野
係
長
か
ら
説
明
が

　

全
国
水
産
業
振
興
対
策
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
2
市
4
町
で
構
成
）
は
、
3
月
8

日（
水
）に
「
令
和
4
年
度
水
産
業
振
興
対

策
事
業
推
進
等
研
究
会
」
を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議

に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

清
水
支
部
長（
愛
南
町
長
）

3　
「
水
産
業
振
興
事
業
の
現
況
・
情
勢
報

告
に
つ
い
て
」

　
　

県
漁
政
課
の
鈴
木
係
長
か
ら
説
明
が

あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

全
国
町
村
下
水
道
推
進
協
議
会
愛
媛
県

支
部
（
7
町
で
構
成
）
は
、
3
月
10
日

（
金
）
に
「
令
和
4
年
度
全
国
町
村
下
水
道

推
進
協
議
会
愛
媛
県
支
部
研
究
会
」
を
Ｗ

Ｅ
Ｂ
会
議
に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

佐
川
支
部
長（
砥
部
町
長
）

3　

講　

話　
「
愛
媛
県
か
ら
の

	

情
報
提
供
に
つ
い
て
」

　
　

県
都
市
整
備
課
の
越
智
課
長
及
び
三

好
係
長
か
ら
説
明
が
あ
っ
た
。

4　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
認
定
ま

た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

令
和
4
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
5
年
度
事
業
計
画（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
5
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

河
野
会
長

	

（
久
万
高
原
町
長
）

3　
「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金（
水
力

発
電
施
設
周
辺
地
域
交
付
金
枠
）
の
概

要
に
つ
い
て
」

　
　

県
産
業
政
策
課
の
大
西
主
事
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
5
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
5
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
5
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。
な
お
、
令
和

5
年
3
月
31
日
を
も
っ
て
新
居
浜
市
が

脱
退
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

全
国
山
村
振
興
連
盟
愛
媛
県
支
部

会
員
の
退
会
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑷　

令
和
5
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ

い
て

　

⑸　

令
和
5
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法（
案
）
に
つ
い
て

　

⑹　

令
和
5
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て



　（7）　令和₅年₃月31日発行	 町　会　報　え　ひ　め　	 第 168 号　

令
和
5
年
度

 

事
業
計
画
・
予
算
を
決
定

�

愛
媛
県
水
道
協
会

会
長
に
河
野
久
万
高
原
町
長

 
を
選
出

定
期
総
会
を
開
催

�

　

愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会

定
期
総
会
を
開
催

�

愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合
協
議
会

　

愛
媛
県
水
道
協
会
（
10
市
8
町
2
一
部

事
務
組
合
で
構
成
）
は
3
月
8
日（
水
）に

「
令
和
4
年
度
水
道
事
業
推
進
等
研
究
会
」

を
Ｗ
Ｅ
Ｂ
会
議
に
て
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

清
水
会
長（
愛
南
町
長
）

3　
「
県
内
の
水
道
事
業
の
現
況
と
課
題

に
つ
い
て
」

　
　

県
環
境
政
策
課
の
宮
川
係
長
か
ら
説

明
が
あ
っ
た
。

　
　

続
い
て
、
次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、

認
定
ま
た
は
決
定
し
た
。

4　

協
議
事
項

　

⑴　

事
業
報
告
に
つ
い
て

　

⑵　

令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
5
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
5
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
5
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　

前
記
6
団
体
で
組
織
す
る
愛
媛
県
市
町

各
種
事
業
総
合
協
議
会
は
、
各
団
体
の
決

算
や
事
業
計
画
・
予
算
が
決
定
し
た
こ
と

か
ら
、「
令
和
4
年
度
定
期
総
会
」を
書
面

審
議
に
よ
り
開
催
し
た
。
い
ず
れ
も
承
認

及
び
決
定
し
た
。

　

な
お
、
書
面
審
議
の
概
要
は
次
の
と
お

り
。

【
協
議
事
項
】

　

認
定
第
1
号

　
　

令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

議
案
第
1
号

　
　

令
和
5
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方
法

に
つ
い
て

　

議
案
第
2
号

　
　

令
和
5
年
度
予
算
に
つ
い
て

　

愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
は
、
3
月
16

日（
木
）Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
え
ひ
め
5
階
会
議
室

で
「
令
和
4
年
度
定
期
総
会
」
を
開
催
し

た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

德
永
会
長
（
今
治
市
長
）

3　

来
賓
祝
辞

　

愛
媛
県
人
権
協
会
は
、
3
月
7
日（
火
）

愛
媛
県
自
治
会
館
2
階
会
議
室
で
「
令
和

4
年
度
定
期
総
会
」
を
開
催
し
た
。

　

会
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

1　

開　

会

2　

挨　

拶　

武
智
会
長（
伊
予
市
長
）

3　

来
賓
祝
辞

　
　
　

愛
媛
県
県
民
環
境
部
長

　
　
　
（
代
理　

上
田
愛
媛
県
人
権
対
策

　
　

 　

課
長
）

　
　
　

愛
媛
県
人
権
対
策
協
議
会
長

　
　
　
（
代
理　

山
先
会
長
代
行
）

4　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
認
定
ま

た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
務
報
告

　

⑵　

次
期
役
員
に
つ
い
て

　
　
　

本
協
会
規
約
第
7
条
の
規
定
に
よ

り
、
次
の
と
お
り
と
な
っ
た
こ
と
を

報
告
し
た
。

　
　

会　

長　

武
智
邦
典（
伊
予
市
長
）

　
　

副
会
長　

玉
井
敏
久（
西
条
市
長
）

　
　

副
会
長　

佐
川
秀
紀（
砥
部
町
長
）

　
　

監　

事　

大
城
一
郎（
八
幡
浜
市
長
）

　
　

監　

事　

河
野
忠
康

	

（
久
万
高
原
町
長
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
5
年
3
月
1
日
か

ら
令
和
7
年
2
月
28
日

　

⑶　

令
和
3
年
度
決
算

　

⑷　

令
和
5
年
度
事
業
計
画

　

⑸　

令
和
5
年
度
予
算

会
長
に
武
智
伊
予
市
長

 

を
選
出

定
期
総
会
を
開
催

�

　

愛
媛
県
人
権
協
会

　

⑴　

事
業
報
告

　

⑵　

令
和
3
年
度
決
算
に
つ
い
て

　

⑶　

令
和
5
年
度
事
業
方
針（
案
）に
つ

い
て

　

⑷　

令
和
5
年
度
市
町
会
費
の
分
賦
方

法（
案
）に
つ
い
て

　

⑸　

令
和
5
年
度
予
算（
案
）に
つ
い
て

　
　
　

愛
媛
県
知
事

　
　
　
（
代
理　

河
瀬
企
画
振
興
部
長
）

　
　
　

愛
媛
県
議
会
議
長

	

（
代
理　

西
原
総
務
企
画
委
員
長
）

4　

協
議
事
項

　
　

次
の
議
案
を
逐
次
協
議
し
、
認
定
ま

た
は
決
定
し
た
。

　

⑴　

会
務
報
告

　

⑵　

令
和
3
年
度
決
算

　

⑶　

令
和
5
年
度
事
業
計
画

　

⑷　

令
和
5
年
度
市
町
負
担
金
の
分
賦

方
法

　

⑸　

令
和
5
年
度
予
算

　

⑹　

決
議
（
案
）

　

⑺　

役
員
の
選
挙
に
つ
い
て

　
　
　

任
期
満
了
に
伴
い
役
員
の
選
任
を

行
い
次
の
と
お
り
選
出
し
た
。

　
　

会　

長　

河
野
忠
康

	

（
久
万
高
原
町
長
）

　
　

副
会
長　

岡
原
文
彰	（
宇
和
島
市
長
）

　
　

副
会
長　

枡
田
和
美

	

（
大
洲
市
議
会
議
長
）

　
　

副
会
長　

兵
頭
誠
亀（
鬼
北
町
長
）

　
　

監　

事　

菅
家
一
夫（
西
予
市
長
）

　
　

監　

事　

原
田
達
也

	

（
愛
南
町
議
会
議
長
）

　
　
　

任
期
は
、
令
和
5
年
3
月
16
日
か

ら
令
和
7
年
3
月
13
日
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３
月
の
会
と
催
し

▽
1
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
畜
産
協
会
令
和

4
年
度
第
2
回
理
事
会

▽
2
日
＝
都
道
府
県
町
村
会
政
務
担
当
職

員
研
修
会
、
愛
媛
県
町
村
監
査
委
員
協

議
会
令
和
3
年
度
決
算
監
査

▽
3
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
令
和

3
年
度
会
計
監
査

▽
7
日
＝
愛
媛
県
人
権
協
会
令
和
4
年
度

定
期
総
会

▽
8
日
＝
令
和
4
年
度
水
産
業
振
興
対
策

事
業
推
進
等
研
究
会
（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）、令

和
4
年
度
水
道
事
業
推
進
等
研
究
会

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）

▽
9
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
市
町
振
興
協
会

令
和
4
年
度
第
2
回
定
例
理
事
会

▽
10
日
＝
令
和
4
年
度
全
国
町
村
下
水
道

推
進
協
議
会
愛
媛
県
支
部
研
究
会
（
オ

ン
ラ
イ
ン
会
議
）

▽
13
日
＝
愛
媛
県
社
会
福
祉
協
議
会
第

2
3
1
回
理
事
会
、
令
和
4
年
度
ダ
ム

所
在
・
発
電
関
係
市
町
振
興
事
業
推
進

等
研
究
会（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）、
令
和
4
年
度

山
村
振
興
事
業
推
進
等
研
究
会（
Ｚ
ｏ

ｏ
ｍ
）

▽
14
日
＝
第
2
回
ウ
ク
ラ
イ
ナ
避
難
民
支

援
協
議
会
、
自
治
労
か
ら
の
要
望

▽
16
日
＝
愛
媛
県
過
疎
地
域
協
議
会
令
和

4
年
度
定
期
総
会

▽
17
日
＝（
一
財
）全
国
市
町
村
振
興
協
会

都
道
府
県
市
町
村
振
興
協
会
事
務
局
長

会
議

▽
18
日
＝
愛
媛
県
町
村
会
第
76
回
定
期
総

会
、
愛
媛
県
町
村
議
会
議
長
会
第
74
回

定
期
総
会

▽
19
日
＝
西
条
市
消
防
観
閲
式

▽
20
日
＝
令
和
4
年
度
第
2
回
え
ひ
め
愛

フ
ー
ド
推
進
機
構
幹
事
会

▽
22
日
＝
愛
媛
県
都
市
計
画
審
議
会
第
9

回
常
務
委
員
会（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
）、（
公
財
）

愛
媛
の
森
林
基
金
第
5
回
理
事
会
、
愛

媛
県
町
村
監
査
委
員
協
議
会
第
23
回
定

期
総
会

▽
23
日
＝
全
国
町
村
会
政
務
調
査
会
各
委

員
会（
行
政
委
員
会
）

▽
24
日
＝
令
和
4
年
度
清
掃
事
業
推
進
等

研
究
会
、
愛
媛
県
市
町
各
種
事
業
総
合

協
議
会
定
期
総
会（
書
面
開
催
）、
愛
媛

県
医
療
審
議
会

▽
26
日
＝
松
山
空
港
利
用
促
進
協
議
会
松

山
―
ソ
ウ
ル
線
運
行
再
開
記
念
行
事

▽
27
日
＝
第
76
回
全
国
植
樹
祭
愛
媛
県
準

備
委
員
会（
第
3
回
）、（
公
財
）愛
媛
県

市
町
振
興
協
会
令
和
4
年
度
第
2
回
臨

時
評
議
員
会

▽
28
日
＝（
公
財
）愛
媛
県
国
際
交
流
協
会

令
和
4
年
度
第
3
回
理
事
会
、
四
国
4

県
町
村
議
会
議
長
会
事
務
局
長
並
び
に

担
当
者
会
、
第
1
8
8
回
四
国
地
区
町

村
議
会
議
長
会
会
長
会

▽
29
日
＝
愛
媛
県
信
用
保
証
協
会
₂
₀
₂

　

₂
年
度
第
2
回
理
事
会
、（
公
財
）え
ひ

め
産
業
振
興
財
団
評
議
員
会

▽
30
日
＝（
一
社
）愛
媛
県
観
光
物
産
協
会

第
4
回
理
事
会

　

新
議
長
紹
介

　

3
月
3
日
松
野
町
議
会
定
例
会
に

お
い
て
議
長
の
選
挙
が
行
わ
れ
、
加

藤
康
幸
氏
が
就
任
さ
れ
た
。

　

松
野
町
議
会
議
長

　
　
　
加か

　
藤と

う

　
康や

す

　
幸ゆ

き

　
氏

　

  

各
神
様
の
降
臨
を

　

春
の
彼
岸
も
過
ぎ
、列
島
は
“
桜
”
の
季

節
と
な
っ
た
。北
ア
ル
プ
ス
の
雪
壁
が
観
光

人
気
の
「
立
山
黒
部
ア
ル
ペ
ン
ル
ー
ト
」
開

通
間
近
と
と
も
に
、今
や
各
地
で
桜
の
花
が

8
分
咲
か
ら
満
開
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
4
年
ぶ
り
の
花
見
が
各

地
で
催
さ
れ
、日
本
本
来
の
春
が
や
っ
と
訪

れ
た
。
人
々
の
笑
顔
が
明
る
く
感
じ
ら
れ

る
。近
年
の
異
常
気
候
や
近
づ
き
つ
つ
あ
る

超
巨
大
地
震
の
恐
れ
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ

る
、
そ
の
為
せ
る
力
も
自
然
の
力
で
あ
る
。

　

た
だ
現
代
に
は
、
人
の
生
命
を
奪
い
一

方
的
な
恐
怖
を
加
え
ら
れ
、電
気
、水
道
な

ど
日
常
生
活
そ
の
も
の
を
奪
わ
れ
な
が
ら

も
侵
略
者
と
戦
う
ウ
ク
ラ
イ
ナ
国
民
。
ま

た
、
自
国
の
内
乱
渦
中
で
困
窮
生
活
す
る

人
や
危
険
承
知
で
他
国
へ
命
が
け
で
逃
れ

る
人
々
。
大
国
と
称
す
る
国
に
利
用
さ
れ

翻
弄
さ
れ
る
人
々
。
格
差
の
中
で
う
ご
め

く
人
ら
は
、常
に
底
辺
の
人
々
で
あ
る
。こ

れ
ら
異
常
な
環
境
の
国
や
地
域
が
存
在
す

る
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
桜
の
花

を
愛
で
な
が
ら
、
花
び
ら
が
ハ
ラ
ハ
ラ
と

舞
い
落
ち
る
下
で
、
陽
気
に
飲
食
に
酔
い

し
れ
る
春
の
一
時
は
、
平
和
そ
の
も
の
で

感
謝
し
か
な
い
…
。

　

さ
て
、
こ
の
3
月
は
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
“
侍
ジ
ャ

パ
ン
”の
創
作
し
た
か
の
よ
う
な
最
高
の
ド

ラ
マ
に
興
奮
、
感
動
、
我
が
国
内
は
沸
き
に

沸
い
た
。
中
国
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
、
韓
国
、

チ
ェ
コ
、
イ
タ
リ
ア
、
メ
キ
シ
コ
に
勝
利
し
、

野
球
本
家
の
ア
メ
リ
カ
を
破
り
日
本
が
世

界
一
と
な
っ
た
。
野
球
を
十
分
知
ら
な
い
人

ま
で
盛
り
上
が
っ
た
。各
選
手
の
心
を
知
り

つ
く
し
特
性
を
活
か
し
信
頼
す
る
監
督
。先

輩
選
手
の
後
輩
へ
の
思
い
や
り
、
コ
ー
チ
、

選
手
同
士
の
仲
間
意
識
、
監
督
を
思
う
心

な
ど
選
手
は
、緊
張
と
と
も
に
真
剣
に
向
き

合
い
自
分
の
技
量
を
発
揮
し
た
。野
球
の
神

様
が
そ
こ
に
降
り
て
き
た
事
に
違
和
感
が

な
い
。

　

少
子
化
を
危
惧
す
る
現
代
社
会
は
、
い

ろ
ん
な
思
考
が
複
雑
化
し
、理
性
が
消
え
か

か
っ
て
い
た
が
、
今
回
の
“
侍
ジ
ャ
パ
ン
”

の
短
期
間
の
戦
い
の
中
で
勝
利
以
外
に
教

え
ら
れ
た
も
の
、野
球
以
外
で
も
通
用
す
る

「
人
」
と
し
て
得
る
も
の
が
あ
っ
た
よ
う
な

気
が
す
る
。そ
れ
は
大
方
の
人
の
心
を
強
く

打
ち
、
残
像
と
し
て
残
っ
た
で
あ
ろ
う
。

一

筆

　

個
人
競
技
の
将
棋
界
で
は
、
3
月
19
日

藤
井
聡
太
五
冠
が
棋
王
戦
を
制
し
最
年
少

の
六
冠
と
な
っ
た
。
今
後
の
「
名
人
と
王

座
」
の
二
冠
で
全
八
冠
獲
得
は
、本
人
も
と

よ
り
市
井
の
人
の
夢
に
も
繋
が
っ
た
。

　

こ
れ
ら
団
体
、
個
人
競
技
の
成
果
は
、
各

人
の
素
晴
ら
し
い
才
能
も
さ
る
こ
と
な
が

ら
、才
能
を
開
花
さ
せ
た
本
人
達
の
一
に
努

力
、
二
に
努
力
に
よ
る
結
晶
で
も
あ
る
。
3

月
に
卒
業
、
4
月
に
進
学
、
就
職
の
若
者

に
は
「
努
力
」
と
「
気
力
」
で
、そ
れ
ぞ
れ

の
神
様
を
降
臨
さ
せ
、自
分
の
“
夢
”
を
開

花
し
て
ほ
し
い
。

�

　
　
（
Ｔ
）

 

「
若
い
時
、我
々
は
学
び
、年
と
っ
て
我
々

は
理
解
す
る
」

　
　
（
エ
ブ
ナ
ア
・
エ
ッ
シ
ェ
ン
バ
ッ
ハ

�

ド
イ
ツ
の
作
家
）


